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地球温暖化対策

温室効果ガスの排出量を、2020年のCO₂排出量を2005年排出量に対し23％削減する。

環境行動計画

　当社では、原薬の合成工程を有していないこともあり、
二酸化炭素（CO₂）、廃棄物、化学物質ともに製薬会社と
しては排出量は低い値を示しており、環境に関する物量
数値については安心していただける水準であると認識し
ています。
　しかしながら、一般的に京都議定書が1990年比の総
量の削減をテーマとしていることを考えると、当社におい
てはCO₂、廃棄物、化学物質ともに総量では1990年度
比で増加しています。これは、1990年と比較すれば、売

上高は約2倍、研究開発費は約3倍の規模に成長したこと
によるものです。この間、継続的に環境負荷軽減のため
の努力はしているものの、会社の成長に伴う環境負荷量
の増加が環境負荷抑制量を上回る結果となりました。
今後の総量レベルでの環境負荷削減は、当社にとって
継続的な検討課題であると認識しています。新たな数値
目標については、下記数値を達成できるよう、さまざまな
角度から検討し、努力を続けていきたいと考えています。

　生産物流部門の生産拠点（フジヤマ工場・城東工場）では、各々のエネルギー管理規定に基づきエネルギー削減管理
を行っています。
　主な活動として、電気エネルギー使用量の削減、燃料使用量の削減を目標に設定し、老朽化した空調設備、キュービ
クル、ボイラーの更新、ガス使用量削減では蒸気ドレン漏れ調査および不要な箇所への
送気停止、電気使用量の削減では、照明／エアコンの不要時の消灯／停止の徹底、省
エネ蛍光灯およびＬＥＤ化への更新、空冷式インバーターエアコンへの更新を行ってお
ります。また、行政からの節電要請を受け、エレベーターの使用では2up3downの励
行、トイレ・温水器ヒーターの停止など、全社的における夏季・冬季節電対策に基づき、
計画的に実施しています。
　また、フジヤマ工場は、エネルギー指定事業場として指定を受けており、毎年エネル
ギー使用量および削減計画を経済産業省ならびに厚生労働省に報告しています。

●生産物流部門の取り組み

●研究部門の取り組み

　本社ビルでは2003年9月の開設当初から、環境配慮および省エネルギーに取り組んできました。免震による建物の長
寿命化、高効率水蓄熱による電力平準化、その他別記のような環境負荷低減・省エネルギーへの取り組みを行っています。
　営業活動においては、エコドライブの推進を行うとともに、2010年度から営業用リース車両を順次ハイブリッド車に入
れ替えています。2012年度末では営業用リース車両の90％（寒冷地仕様の4WD車を除く）にハイブリッド車が導入され
ており、2013年度末には100％（寒冷地仕様の4WD車を除く）ハイブリッド車に入れ替わる予定です。

●その他部門の取り組み

温室効果ガスの削減

　研究部門の３拠点（水無瀬・福井・筑波各研究所）は、「エネルギーの合理化に関する法律」で、エネルギー指定事
業場として指定を受けており、毎年エネルギー使用量および削減計画を経済産業省ならびに厚生労働省に報告し
ています。
　2012年度の地球温暖化対策の主な取り組みは、東日本大震災に伴う全国的な節電要請を受け、空調、照明、エ
レベータ、OA機器などのさらなる節電活動や、全社的に行なった
クールビズやウォームビズ、省エネ法の中長期計画に基づいて実
施したハイブリッドエコ給湯システムの採用、インバータ式コンプ
レッサーへの更新、照明のLED化などを行い、温室効果ガスの削
減に取り組みました。
　今後も、計画的に継続して地球温暖化対策を実施していきます。

フジヤマ工場　キュービクル

エコキュートINV搭載コンプレッサー

　当社のエネルギー使用量は、高効率機器導入や節電対策により、2012年度は2011年度に比べ1.05％削減されてい
ますが、電力会社が公表している温室効果ガス算定排出係数が原子力発電所の運転停止により大幅に悪化しているた
め、当社の2012年度のエネルギー起源のCO₂排出量も増加しています。
（各データ集計サイトの数値は、省エネルギー庁に提出している定期報告書から抜粋）

電力会社 対象事業所
東京電力（株） フジヤマ工場、筑波研究所
北陸電力（株） 福井研究所
関西電力（株）

2012年

0.464
0.641
0.450

2011年

0.375
0.423
0.311

単位（t-CO₂/千kWh）

城東工場、水無瀬研究所

●（参考）CO₂排出係数

20112008 2009 2010
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●エネルギー起源のCO₂排出量

（年度）

※CO₂排出量のデータ集計サイト：フジヤマ工場/城東工場/水無瀬研究所/福井研究所/筑波研究所
　CO₂排出量は、環境省が毎年公表している排出係数で算出していいます。
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●エネルギー使用量
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※エネルギー消費のデータ集計サイト：
　フジヤマ工場/城東工場/水無瀬研究所/福井研究所/筑波研究所
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環境負荷の全体像
■2012年度のエコバランス
　INPUT・OUTPUTを毎年定期的に把握することによって、
　環境負荷軽減を図るための目安としています。

小野薬品と環境のかかわり

INPUT

研究・開発・生産 製品 物流 病院・薬局

患者さん

OUTPUT

総エネルギー投入量 ： 49.80万GJ
水資源投入量 ： 30.09万m³
PRTR物質投入量 ： 65.93t

水域への排出
排水 ： 21.81万m³
BOD ： 2.7t
PRTR物質 ： 0.00t

廃棄物
PRTR物質 ： 3.15t
最終処分量 ： 23.09t

OUTPUT

大気への排出
CO₂ ： 2.65万t
SOX ： 0.01t
NOX ： 6.34t

煤塵 ： 0.56t
PRTR物質 ： 0.28t

　環境管理室が全社の環境問題を統括し、運営につい
ては、各部門の委員により構成された環境委員が具体
的な現場把握と管理推進に当たります。なお、環境負荷
の大きい研究所・工場は、それぞれが小委員会を設置
し、これに取り組みます。

環境マネジメント推進体制

社長 フジヤマ工場
城東工場
水無瀬研究所
福井研究所
筑波研究所
本社支店 他

環境管理室

環境委員会

　生産物流部門の生産拠点（フジヤマ工場・城東工場）では「小野薬品環境指針」の「わたしたちは、環境に対する企業の社
会的責任を認識し、事業活動のあらゆる分野において環境に配慮した活動で豊かな地球環境実現に向けて努力します。」
に基づきISO14001に準拠した環境マネジメントシステムを構築し、それを運用するために環境方針を定めています。




